
昭
和
十
七
年
十
二
月
～
同
十
八
年
一
月
二
日
大
別
山
作
戦
参

加
、
昭
和
十
八
年
二
月
～
三
月
湖
北
殲
滅
作
戦
、
四
月
江
南
地

区
戡
定
作
戦
、
四
月
十
六
日
～
六
月
二
十
五
日
江
南
殲
滅
作
戦

に
参
加
（
本
作
戦
に
於
い
て
第
三
大
隊
は
歩
兵
第
二
三
六
連
隊

―
高
知
―
と
共
に
小
柴
支
隊
と
な
り
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授

与
さ
る
）

。

昭
和
十
八
年
十
月
十
八
日
～
同
十
九
年
一
月
十
日
常
徳
作
戦

参
加
（
第
六
十
八
師
団
配
属
戸
田
部
隊
―
歩
兵
第
二
三
四
連
隊

（
第
一
大
隊
欠
）

、
独
立
山
砲
兵
第
二
連
隊
第
二
大
隊
、
工
兵

第
十
二
中
隊
）

。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日
～
湘
桂
作
戦
第
一
期
参
加
（
本

作
戦
に
於
け
る
戦
闘
で
、
第
十
一
中
隊
、
町
田
少
尉
以
下
二
名
、

第
十
一
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

八
月
九
日
～
湘
桂
作
戦
第
二
期
参
加
（
桂
林
等
攻
略
に
於
い

て
第
一
大
隊
は
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
四
日
～
同
二
十
年
二
月
二
十
七
日
、

南
部
■
漢
作
戦
参
加
（
本
作
戦
に
於
い
て
、
鉄
道
及
術
工
物
占

領
の
挺
身
部
隊
と
し
、
甲
挺
身
隊
―
第
一
大
隊
、
丙
挺
身
隊
―

第
二
大
隊
、
及
個
人
と
し
三
浦
衛
生
伍
長
は
夫
々
軍
司
令
官
よ

り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
～
五
月
二
十
七
日
、
広
東
省
楽

昌
県
付
近
に
在
り
て
鉄
道
術
工
物
の
確
保
並
に
同
地
付
近
の
警

備
に
従
事
、
五
月
二
十
八
日
、
広
東
南
方
地
区
の
確
保
及
び
三

南
作
戦
に
参
加
、
八
月
十
六
日
江
西
省
南
昌
に
於
い
て
軍
旗
奉

焼
。兵

力
、
内
地
除
隊
三
、
〇
五
六
名
、
現
地
除
隊
一
〇
一
名
、

死
亡
六
四
一
名
、
入
院
四
九
二
名
、
転
属
一
、
七
四
五
名
、
不

明
八
九
名
、
残
留
二
九
名
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
分
離
帰
還

す
。

将
校
へ
の
過
程
　 

島
根
県
　
井
上
光
雄
　 

見
習
士
官
勤
務
四
カ
月

今
次
大
戦
に
幹
部
候
補
生
出
身
の
予
備
役
将
校
が
残
し
た
実

績
は
、
将
校
と
し
て
の
戦
績
全
般
の
過
半
を
埋
め
て
な
お
余
り

あ
る
も
の
と
信
ず
る
。



私
達
は
陸
軍
の
将
校
短
期
養
成
の
目
的
の
た
め
輩
出
さ
れ
た

見
習
士
官
が
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
を
積
み
重
ね
、
一
人
の
将
校

と
し
て
育
つ
そ
の
過
程
の
一
例
を
残
し
た
い
と
思
う
。

私
が
予
備
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
、

昭
和
十
六
年
七
月
、

大
東
亜
戦
争
に
突
入
す
る
五
ヵ
月
前
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
大

陸
の
戦
局
は
比
較
的
に
順
調
に
推
移
し
て
い
た
。
学
校
で
は
対

ソ
戦
に
重
点
が
置
か
れ
た
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

卒
業
と
同
時
に
中
支
の
揚
子
江
北
岸
の
蘇
北
地
区
の
警
備
を

担
当
す
る
独
混
旅
団
へ
十
七
名
の
見
習
士
官
が
配
属
さ
れ
た
。

折
か
ら
台
風
圏
内
の
怒
涛
の
黄
海
の
、
高
波
を
か
い
潜
っ
て

の
航
海
に
、
中
支
派
遣
の
諸
部
隊
要
員
三
〇
〇
名
に
近
い
一
団

の
見
習
士
官
一
行
は
、
揚
子
江
に
た
ど
り
つ
き
、
や
っ
と
生
気

を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
っ
た
。

南
京
に
上
陸
し
て
総
軍
司
令
官
に
、
さ
ら
に
陸
路
上
海
に
着

き
第
十
三
軍
司
令
官
に
着
任
の
申
告
を
終
わ
る
。
旅
団
よ
り
我

々
の
受
領
に
派
遣
さ
れ
た
曹
長
に
導
か
れ
、
鎮
江
で
揚
子
江
を

渡
河
す
る
。

揚
子
江
と
大
運
河

揚
子
江
は
支
那
大
陸
の
中
央
を
縦
貫
す
る
大
河
で
あ
る
。
鎮

江
付
近
で
河
巾
が
六
キ
ロ
位
と
推
定
さ
れ
る
。
対
岸
の
民
家
や

樹
木
の
上
部
の
み
が
僅
か
に
望
見
出
来
る
程
度
の
河
巾
で
あ

る
。
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
山
も
丘
も
な
い
平
野
の
中
を
、
江
水

は
滔
々
と
し
て
大
き
な
渦
を
盛
り
上
が
ら
せ
て
流
れ
去
っ
て
行

く
。
日
本
内
地
の
洪
水
時
の
よ
う
な
濁
っ
た
水
の
色
で
あ
る
。

こ
の
偉
大
な
風
景
に
中
国
大
陸
の
パ
ワ
ー
の
一
端
を
覗
く
よ
う

で
あ
る
。

中
華
公
司
の
蒸
気
船
が
ポ
ン
ポ
ン
と
音
を
響
か
せ
て
河
を
渡

っ
て
対
岸
の
六
坪
へ
と
向
か
う
。
こ
の
船
は
そ
の
ま
ま
六
坪
か

ら
大
運
河
に
入
り
、
古
代
の
都
、
揚
州
へ
と
航
行
を
続
け
る
。

大
運
河
は
坑
州
か
ら
蘇
州
に
至
り
揚
子
江
を
■
航
し
、
六
坪
か

ら
再
び
大
運
河
に
入
り
、
遠
く
北
京
に
至
る
史
上
の
大
動
脈
で

あ
る
。
こ
の
付
近
で
は
現
在
で
も
、
交
通
、
物
資
の
移
動
、
運

搬
に
唯
一
の
大
役
を
果
た
し
て
い
て
、
行
き
交
う
大
小
ジ
ャ
ン

ク
の
間
を
私
達
の
船
は
縫
う
よ
う
に
航
行
を
続
け
、
一
行
は
揚

州
に
上
陸
し
、
さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
で
江
蘇
省
泰
県
の
旅
団
司
令

部
に
赴
任
す
る
。

捕
虜
娘
子
軍
部
隊
へ
の
慰
問
訪
問

旅
団
長
は
蘇
北
作
戦
中
に
し
て
、
司
令
部
を
追
っ
て
さ
ら
に



南
下
を
続
け
、
南
通
で
旅
団
長
南
部
襄
吉
少
将
に
着
任
の
申
告

を
終
わ
る
。
少
将
は
奥
州
南
部
藩
の
藩
主
の
近
親
者
で
、
そ
の

品
格
凛
然
た
る
壮
容
に
接
し
、
こ
の
人
の
指
揮
下
に
入
る
光
栄

を
深
く
感
じ
た
。

翌
日
、
閣
下
か
ら
、
こ
の
作
戦
で
捕
虜
と
し
た
新
四
軍
の
娘

子
軍
部
隊
へ
の
慰
安
訪
問
と
い
う
珍
し
い
命
令
が
下
さ
れ
た
。

こ
の
娘
子
軍
は
三
～
四
〇
名
で
共
産
軍
の
演
劇
班
員
で
イ
ン

テ
リ
連
中
と
の
こ
と
。
こ
の
蘇
北
作
戦
で
我
が
軍
の
捕
虜
と
な

っ
た
も
の
で
、
我
々
見
習
士
官
一
行
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
和

平
の
理
解
を
深
め
る
の
が
目
的
の
企
画
で
あ
っ
た
。
一
同
は
若

い
娘
に
混
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
、
庭
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
あ
る
い
は

歌
唱
と
打
ち
興
じ
、
戦
塵
を
外
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
の

で
あ
っ
た
。

南
船
北
馬

や
が
て
作
戦
終
了
と
共
に
各
自
の
配
属
す
る
中
隊
が
決
ま
っ

た
。
江
蘇
省
内
で
揚
州
を
境
界
と
し
て
南
船
地
帯
は
大
小
の
ク

リ
ー
ク
が
日
本
内
地
の
道
路
網
と
同
様
に
分
布
し
、
ど
こ
へ
で

も
舟
艇
で
人
も
物
も
移
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
、
北
馬
地
帯
は
揚
州
城
外
二
～
三
キ
ロ
の
地
点
か
ら
始

ま
り
、
地
形
が
二
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
高
く
な
り
、
台
地
丘
陵
が

起
伏
し
て
北
支
へ
と
連
な
る
。

こ
の
丘
陵
の
始
ま
る
地
点
に
有
名
な
日
本
の
仏
教
伝
導
僧
鑑

真
和
尚
の
故
寺
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
キ
ロ
ほ
ど
南
の
地
に
楊
貴

妃
で
有
名
な
五
亭
橋
の
富
ん
だ
円
庭
や
建
物
が
残
さ
れ
て
い

た
。北

馬
地
帯
へ
入
る
と
一
変
し
て
ク
リ
ー
ク
は
一
切
見
当
ら
な

く
な
り
、
二
～
三
〇
頭
の
騾
馬
の
背
に
荷
物
を
振
り
分
け
に
乗

せ
、
馭
者
も
騎
乗
す
る
か
徒
歩
で
こ
れ
を
追
っ
て
物
資
の
運
搬

に
従
う
。
人
の
移
動
も
徒
歩
で
、
時
に
は
一
輪
車
に
人
と
荷
を

右
と
左
に
乗
せ
て
運
搬
す
る
の
も
見
受
け
る
。
面
白
い
と
思
っ

た
の
は
こ
の
一
輪
車
に
小
さ
な
帆
を
か
け
て
風
を
利
用
し
て
い

る
男
も
見
か
け
る
。
大
陸
的
な
風
物
と
し
て
眺
め
る
。

私
の
任
地
は
独
歩
五
五
大
隊
・
第
二
中
隊
、
揚
州
北
方
四
〇

キ
ロ
の
天
長
県
城
の
守
備
隊
で
あ
る
。

こ
の
警
備
隊
は
旅
団
の
警
備
区
域
の
中
で
、
た
だ
一
つ
の
北

馬
地
域
に
属
す
る
地
区
の
警
備
隊
で
あ
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
砂

利
一
つ
も
な
い
軍
用
道
路
を
砂
塵
を
巻
き
上
げ
走
る
こ
と
半

日
、
天
長
県
城
に
到
着
。
天
長
県
城
は
大
き
な
城
壁
に
囲
ま
れ



た
直
径
二
キ
ロ
位
の
街
で
あ
り
、
中
隊
は
街
の
中
の
西
北
方
の

建
物
を
利
用
し
て
本
部
と
兵
舎
に
し
て
い
た
。

中
隊
は
こ
の
県
城
の
ほ
か
に
南
方
八
キ
ロ
に
金
家
集
、
北
方

四
キ
ロ
に
護
城
橋
、
揚
州
と
の
間
に
大
儀
集
、
仁
和
集
と
四
カ

所
に
分
遣
隊
を
派
遣
し
、
所
謂
「
点
と
線
」
を
確
保
す
る
寡
少

守
備
隊
形
の
典
型
的
な
配
備
で
あ
る
。

夜
間
巡
察

私
の
赴
任
後
、
中
隊
長
は
付
近
の
討
伐
と
見
習
士
官
教
育
を

兼
ね
小
出
撃
を
繰
り
返
し
、
行
軍
中
の
警
戒
、
休
憩
宿
泊
中
の

警
戒
等
、
対
中
共
軍
戦
闘
上
の
注
意
事
項
に
つ
き
大
要
の
教
育

が
行
わ
れ
た
。
我
々
が
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
南
支
で

体
験
し
た
事
情
と
全
く
異
な
っ
た
こ
の
蘇
北
地
区
、
特
に
中
共

軍
に
関
す
る
対
策
に
暗
中
模
索
の
思
い
が
す
る
。
こ
の
警
備
隊

は
昼
夜
を
問
わ
ず
城
門
の
南
北
東
西
の
四
個
所
に
日
本
兵
の
衛

兵
所
を
置
き
、
そ
の
中
間
位
に
警
察
隊
（
支
那
兵
）
を
立
■
さ

せ
て
警
備
に
充
て
て
い
る
。
週
番
将
校
は
こ
の
歩
■
線
の
夜
間

巡
察
が
重
要
な
日
課
で
あ
っ
た
。

城
壁
を
一
巡
す
る
と
六
キ
ロ
以
上
の
距
離
が
あ
り
、
深
夜
の

巡
回
は
大
変
で
あ
る
。
通
常
は
当
番
兵
を
同
行
す
る
の
で
あ
る

が
、
疲
れ
て
眠
っ
て
い
る
の
を
起
こ
す
の
は
か
わ
い
そ
う
な
の

で
、
単
身
で
巡
察
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

城
門
衛
兵
は
夜
間
は
城
門
を
閉
じ
、
樓
上
に
立
■
し
異
状
の

有
無
の
報
告
を
受
け
る
が
、
問
題
は
中
間
立
■
の
警
察
兵
で
あ

る
。
彼
等
の
立
■
位
置
に
近
づ
く
と
「
巡
察
」
と
予
め
声
を
掛

け
て
近
づ
く
。
応
答
の
な
い
場
合
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
銃

を
抱
い
て
胸
壁
に
も
た
れ
、
中
に
は
座
っ
て
寝
て
い
る
者
も
い

る
。

寝
呆
け
て
発
砲
さ
れ
る
場
合
を
考
慮
し
先
ず
銃
口
を
握
る
。

次
で
蹴
上
げ
る
。
驚
い
て
銃
を
離
し
一
目
散
に
逃
走
す
る
者
も

い
る
。
こ
の
中
間
歩
■
は
役
に
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
の
城
壁
の
東
北
の
立
■
位
置
は
以
前
の
警
備
隊
の
時
、
敵

が
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
長
い
梯
子
を
遠
く
よ
り
搬
送
し
、
こ
の

付
近
か
ら
城
壁
に
よ
じ
登
り
、
折
か
ら
巡
回
中
の
巡
察
将
校
を

射
殺
し
、
中
隊
を
襲
撃
し
大
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
地
点
で
あ

っ
て
、
こ
こ
を
通
過
す
る
度
に
緊
張
す
る
所
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
日
中
の
市
内
巡
察
の
際
、
南
門
城
外
の
街
で
■
み

合
い
の
夫
婦
喧
嘩
を
見
か
け
る
。
主
人
の
方
に
私
の
軍
刀
を
、

妻
の
方
に
当
番
兵
の
銃
を
貸
し
、「
遠
慮
な
く
充
分
に
や
れ
」

と
告
げ
る
。

夫
婦
は
こ
の
突
飛
な
仲
裁
に
双
方
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、



夫
婦
喧
嘩
は
こ
れ
で
一
巻
の
終
わ
り
。
和
や
か
な
巡
察
風
景
で

あ
る
。

金
家
集
・
分
遣
隊
長

九
月
中
旬
、
金
家
集
の
分
遣
隊
長
と
し
て
赴
任
す
る
。
こ
の

分
遣
隊
は
私
の
赴
任
す
る
半
年
程
前
に
、
敵
襲
撃
を
受
け
全
滅

の
悲
運
を
受
け
た
警
備
隊
で
あ
っ
た
。
旅
団
の
警
備
地
域
の
最

西
端
の
前
線
に
位
置
す
る
僻
村
に
あ
っ
た
。

警
備
隊
は
部
落
（
一
〇
〇
戸
）
の
南
端
に
あ
る
丘
の
寺
院
を

守
備
陣
地
・
宿
舎
に
改
装
し
た
も
の
で
、
前
の
警
備
隊
の
全
滅

の
原
因
が
守
備
陣
地
と
し
て
の
改
装
工
夫
を
怠
っ
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
後
徹
底
し
た
防
備
の
処
置
が
施
さ
れ
、

私
も
さ
ら
に
陣
地
補
強
と
、
こ
の
陣
地
設
備
に
據
る
防
御
戦
闘

訓
練
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。

陣
地
の
概
要
は
寺
の
建
物
と
こ
れ
に
連
続
す
る
庭
の
部
分
は

厚
さ
四
〇
セ
ン
チ
位
な
大
き
な
■
瓦
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

て
、
小
銃
弾
の
貫
徹
は
充
分
防
ぎ
得
る
厚
さ
が
あ
り
、
こ
の
や

や
四
角
形
を
作
る
建
物
と
壁
に
敵
が
取
り
付
か
な
い
よ
う
に
四

つ
の
角
に
ト
ー
チ
カ
を
設
け
、
こ
の
四
囲
の
壁
の
死
角
を
側
射

し
得
る
よ
う
に
射
線
が
作
ら
れ
て
い
る
。

敵
は
前
回
の
攻
撃
で
、

壁
の
死
角
に
取
り
付
い
て
屋
上
に
手
榴
■
を
結
束
し
て
屋
根
に

穴
を
開
け
、
こ
の
穴
に
次
か
ら
次
と
手
榴
弾
を
投
げ
込
ん
で
、

屋
内
に
篭
る
守
備
隊
を
殲
滅
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
壁
か
ら
四
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
は
見
透
し
可
能
な
掃
射

地
帯
を
作
り
、
そ
の
外
側
に
水
壕
を
設
け
、
水
中
に
有
刺
鉄
線

を
沈
め
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
低
い
片
屋
根
型
の
鉄
条
網
を
張

り
囲
ら
す
。

陣
地
内
の
中
央
部
に
望
楼
を
設
け
、
擲
彈
筒
座
を
設
け
、
回

転
式
の
夜
間
標
定
射
撃
の
設
備
を
施
す
。
装
備
は
重
機
一
、
軽

二
、
迫
撃
砲
一
、
擲
彈
筒
四
の
人
員
に
比
し
重
装
備
で
あ
る
。

兵
力
は
日
本
兵
一
五
名
、
支
那
側
警
察
隊
四
〇
名
を
こ
の
寺
院

内
の
建
物
の
別
棟
に
同
居
さ
せ
、
日
本
兵
の
射
手
に
は
各
々
弾

薬
手
と
し
て
警
察
隊
の
兵
を
訓
練
し
使
用
す
る
。

昼
間
付
近
の
住
民
の
退
去
を
求
め
、

実
弾
射
撃
を
重
ね
距
離
、

方
向
の
標
定
を
確
か
め
、
か
つ
敵
に
対
す
る
示
威
効
果
を
狙
っ

た
訓
練
で
も
あ
っ
た
。
夜
間
夜
襲
に
際
し
、
中
隊
主
力
の
援
助

は
ほ
と
ん
ど
期
待
出
来
な
い
分
遣
隊
が
、
生
き
残
る
た
め
の
必

要
か
ら
生
ず
る
知
恵
で
あ
り
、
指
揮
を
取
る
者
の
当
然
の
責
務

で
あ
っ
た
。



勤
務
は
夜
間
衛
兵
五
～
六
名
、
他
は
全
員
軍
装
の
ま
ま
で
舎

内
で
仮
眠
、
歩
■
は
二
名
宛
を
動
■
と
し
た
。
午
前
は
訓
練
で

主
と
し
て
銃
剣
術
、
午
後
は
就
寝
、
隊
内
の
宴
会
等
は
午
前
十

時
頃
か
ら
始
め
正
午
に
は
終
わ
ら
せ
て
夜
間
の
警
備
の
完
全
を

期
し
た
。

私
の
日
課
と
し
て
毎
夕
刻
、
紐
付
き
手
榴
弾
を
四
囲
の
鉄
條

網
に
仕
掛
け
て
廻
る
。
明
朝
ま
た
こ
れ
を
撤
収
し
て
歩
く
。
毎

日
の
こ
と
な
の
で
雨
露
に
湿
っ
て
爆
発
し
な
い
の
が
大
半
で
あ

っ
た
が
、
時
々
夜
間
本
物
の
手
榴
弾
を
爆
発
さ
せ
、
そ
の
個
所

に
他
で
射
殺
し
た
犬
の
死
骸
を
放
置
し
て
、「
夜
間
鉄
條
網
付

近
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
」
と
掲
示
板
を
掲
げ
、
対
敵
宣
伝
効

果
を
期
待
す
る
。

赴
任
の
日
、
分
隊
長
か
ら
「
こ
の
分
遣
隊
長
は
前
任
者
は
少

尉
で
あ
っ
た
。
見
習
士
官
の
貴
方
が
着
任
さ
れ
た
こ
と
で
敵
側

に
軽
視
さ
れ
る
虞
が
あ
る
。
任
官
ま
で
は
そ
の
服
を
脱
い
で
下

さ
い
」
と
の
注
意
と
上
着
の
便
衣
が
渡
さ
れ
る
。
こ
の
便
衣
の

上
衣
の
姿
で
、
巡
視
に
こ
ら
れ
た
中
隊
長
と
お
会
い
し
、
中
隊

長
に
笑
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
便
衣
で
任
官
ま
で
の
三

カ
月
を
通
し
た
の
で
あ
る
。

小
出
撃
命
令

九
月
中
旬
、
こ
の
分
遣
隊
に
着
任
し
た
直
後
、
旅
団
命
令
と

し
て
「
各
警
備
隊
は
向
こ
う
一
カ
月
の
間
、
付
近
の
敵
を
求
め

て
極
力
出
撃
を
敢
行
せ
よ
」
と
の
電
報
を
受
け
る
。
敵
は
各
警

備
隊
の
間
隙
を
縫
い
、
共
産
地
区
の
拡
張
を
狙
い
、
宣
撫
徴
税

を
反
覆
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
敵
の
企
図
撃
破
す
る
た
め
の
命
令

で
あ
っ
た
。
さ
り
と
て
こ
の
寡
少
配
備
の
中
か
ら
出
撃
の
た
め

抽
出
可
能
な
兵
力
は
日
本
兵
七
～
八
名
、
警
察
隊
二
〇
名
、
装

備
は
軽
機
一
、
擲
弾
筒
二
、
弾
薬
手
は
警
察
隊
を
も
っ
て
充
て

る
。
こ
れ
が
抽
出
力
で
戦
力
は
二
分
の
一
小
隊
程
度
か
。
出
撃

可
能
の
距
離
は
一
〇
キ
ロ
以
内
で
、
正
午
頃
に
は
帰
営
出
来
る

距
離
と
し
、
服
装
は
、
脱
出
反
転
の
際
を
考
え
全
員
便
衣
、
地

下
足
袋
と
定
め
る
。

朝
、
出
発
は
四
～
五
時
、
払
暁
を
期
し
目
的
地
を
急
襲
、
即

時
反
転
帰
路
に
着
く
方
針
を
分
隊
長
連
中
と
決
定
す
る
。

長
興
集
へ
の
出
撃

出
撃
第
一
日
の
便
子
墟
へ
の
出
撃
は
敵
と
の
遭
遇
も
な
く
、

秋
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
よ
う
な
無
難
な
出
撃
に
終
わ
る
。
出
撃
第

二
日
目
は
西
へ
六
キ
ロ
程
離
れ
た
福
勝
塘
と
し
、
早
朝
目
的
地



を
襲
撃
す
る
も
敵
影
を
見
ず
。
こ
こ
で
さ
ら
に
四
キ
ロ
程
進
ん

で
長
興
集
ま
で
足
を
伸
ば
す
よ
う
一
同
に
伝
え
る
。
瞬
時
、
一

抹
の
不
安
が
兵
の
間
で
流
れ
た
が
、
反
対
す
る
兵
も
な
い
の
で

前
進
を
続
け
る
。

こ
の
長
興
集
は
一
年
程
前
こ
の
大
隊
主
力
が
こ
の
付
近
の
金

午
山
で
苦
戦
し
、
中
隊
長
一
名
戦
死
、
そ
の
遺
骸
も
そ
の
時
に

は
収
容
出
来
な
か
っ
た
戦
歴
を
残
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。

長
興
集
の
右
の
台
地
に
到
達
し
た
私
は
、
そ
こ
に
長
い
敵
の

散
兵
壕
の
一
端
を
発
見
、
報
告
の
た
め
一
歩
二
歩
と
歩
側
に
移

る
。
そ
の
時
私
の
横
に
い
た
当
番
兵
が
「
隊
長
敵
で
す
」
と
告

げ
る
。
顔
を
上
げ
て
前
方
を
見
る
と
二
～
三
〇
〇
名
の
敵
が
我

々
の
前
方
を
塞
ぐ
よ
う
に
、
横
切
っ
て
移
動
中
で
あ
る
。
と
同

時
に
路
上
斥
候
に
先
行
さ
せ
た
久
川
兵
長
が
駆
け
戻
っ
て
「
街

は
敵
で
一
杯
で
す
。
同
行
の
警
察
隊
員
が
二
～
三
名
、
敵
に
捉

え
ら
れ
ま
し
た
。
奪
回
し
て
連
れ
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
の
急
報
。
寡
兵
に
敵
の
大
部
隊
、
着
任
早
々
の
見
習
士

官
の
私
は
処
置
、
判
断
に
迷
う
。

「
こ
の
散
兵
壕
に
拠
っ
て
戦
う
こ
と
と
す
る
」
と
全
員
を
配

置
に
つ
け
る
。
敵
は
そ
の
間
に
こ
の
長
い
丘
陵
を
包
囲
す
る
よ

う
近
づ
い
て
来
る
。

こ
の
時
で
あ
る
、
壕
内
に
い
た
分
隊
長
の
■
口
上
等
兵
が
壕

の
上
に
立
ち
上
が
り
「
こ
の
稜
線
に
沿
っ
て
引
き
揚
げ
る
。
絶

対
に
発
砲
す
る
な
。
ま
た
走
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
私
に
代
わ
っ

て
命
令
を
下
す
。

兵
一
同
上
等
兵
の
指
示
に
従
っ
て
の
っ
そ
り
と
壕
の
上
に
立

ち
上
が
る
。
中
に
は
銃
口
を
地
面
に
下
げ
て
保
持
し
て
い
る
者

も
い
る
。
そ
し
て
隊
は
静
か
に
稜
線
に
沿
っ
て
後
退
を
始
め
る
。

敵
は
こ
の
丘
陵
の
西
側
の
浅
い
谷
間
を
我
々
を
挟
む
よ
う
包
囲

隊
形
を
続
け
な
が
ら
静
か
に
追
尾
し
て
い
る
。
私
と
久
川
兵
長

は
小
隊
の
最
後
尾
を
、
こ
の
丘
陵
が
な
る
べ
く
長
く
続
く
よ
う

祈
り
な
が
ら
歩
む
。

三
十
分
位
退
い
た
地
点
で
丘
陵
が
盡
き
た
頃
、
敵
か
ら
完
全

に
離
脱
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
不
可
思
議
な
戦
い
は
当
時
共
産
軍
が
戦
力
を
保
持
す
る

上
で
不
必
要
な
消
耗
を
極
力
避
け
、
共
産
地
域
の
拡
充
に
重
点

を
置
い
た
現
象
で
あ
っ
た
と
思
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
不
馴
れ

な
見
習
士
官
の
頭
上
に
振
り
下
ろ
さ
れ
た
大
鉄
■
で
あ
り
、
■

口
上
等
兵
の
敵
状
に
応
じ
た
果
断
な
処
置
で
救
わ
れ
た
の
で
あ



っ
た
。

草
廟
山
の
歩
■

私
達
の
陣
地
か
ら
遠
く
望
見
出
来
る
草
廟
山
（
四
キ
ロ
位
）

と
呼
ぶ
小
高
い
山
が
あ
り
、
そ
の
頂
上
付
近
に
立
■
す
る
敵
影

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
敵
愾
心
を
い
や
が
上
に
も
か
き
立
て

る
眺
め
で
あ
る
。

こ
の
敵
を
捕
捉
す
る
案
を
計
画
し
た
。
敵
と
の
中
間
地
区
に

主
力
を
隠
■
し
、
敵
の
部
隊
を
射
程
内
に
誘
導
し
、
網
の
中
へ

追
い
込
む
作
戦
で
あ
る
。
私
と
擲
彈
筒
手
と
二
人
で
歩
■
線
に

近
づ
く
。
こ
の
歩
■
の
報
告
で
敵
の
一
隊
が
現
わ
れ
て
来
た
。

私
達
は
逐
次
後
退
し
て
こ
の
敵
の
誘
導
を
続
け
る
。

が
、
こ
の
時
ふ
と
敵
の
別
の
一
隊
が
私
の
退
路
の
左
側
背
の

部
隊
に
侵
入
し
て
い
る
の
を
発
見
、
こ
れ
は
大
変
だ
退
路
を
塞

が
れ
る
と
擲
彈
筒
を
一
発
、
こ
の
部
落
に
射
ち
込
ん
だ
こ
の
爆

発
音
に
驚
い
た
後
方
に
伏
せ
て
置
い
た
部
下
の
者
達
が
、
こ
の

部
落
の
敵
に
対
し
て
射
撃
を
開
始
し
た
。
射
距
離
が
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
の
で
戦
果
の
上
が
ら
な
い
結
果
に
終
わ
っ

た
。こ

の
時
私
の
眼
鏡
に
映
っ
た
敵
の
個
々
の
散
兵
の
動
作
に
感

心
し
た
。
我
が
方
の
射
弾
の
下
で
、
射
撃
の
後
小
銃
を
腹
に
抱

い
て
コ
ロ
コ
ロ
と
反
転
後
退
し
、
ま
た
射
撃
に
移
る
。
決
し
て

立
ち
上
が
っ
た
り
、
中
腰
の
姿
勢
を
し
な
い
見
事
な
戦
闘
動
作

で
あ
る
。
敵
兵
は
弾
帯
を
肩
か
ら
襷
に
か
け
て
携
帯
し
て
い
る

の
で
反
転
動
作
が
容
易
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
立
派
な
も
の

と
感
心
す
る
。

こ
の
味
方
の
伏
勢
の
中
に
警
備
隊
の
重
機
が
搬
送
さ
れ
加
わ

っ
て
い
た
。
久
川
兵
長
を
留
守
の
長
と
し
て
残
置
し
て
お
い
た

が
、
彼
が
重
機
出
身
で
あ
り
、
重
機
は
最
少
で
も
四
～
五
名
搬

送
要
員
を
必
要
と
す
る
の
で
、
炊
事
の
水
汲
爺
の
苦
力
ま
で
手

伝
わ
せ
て
重
機
ま
で
警
備
隊
か
ら
持
出
し
、
加
わ
っ
て
い
た
の

に
は
驚
い
た
。

大
爺
営
出
撃

秋
の
終
わ
り
の
頃
、

敵
は
兵
力
を
急
増
し
包
囲
圏
を
近
付
け
、

望
楼
か
ら
視
察
す
る
と
、
敵
部
隊
が
警
備
隊
の
近
辺
の
部
落
ま

で
侵
入
し
、
昼
間
で
も
彼
等
は
隊
伍
を
組
ん
で
左
右
に
移
動
す

る
の
が
目
撃
出
来
た
。
敵
の
収
穫
期
を
ね
ら
っ
て
の
徴
税
工
作

で
あ
る
。
こ
の
時
期
が
終
わ
る
と
敵
は
ま
た
旧
の
後
方
に
包
囲

圏
を
戻
す
の
で
あ
る
。



こ
の
時
、「
収
穫
さ
れ
た
米
穀
が
八
キ
ロ
程
離
れ
た
大
爺
営

に
集
積
さ
れ
て
い
る
」
と
の
密
偵
情
報
が
入
る
。
私
は
こ
の
敵

を
排
除
し
、
住
民
の
徴
収
さ
れ
た
米
穀
を
奪
回
す
る
こ
と
を
企

画
す
る
。

こ
の
朝
、
私
達
の
出
発
後
二
～
三
時
間
を
経
過
し
て
か
ら
部

落
民
に
告
げ
、
大
爺
営
へ
と
後
続
さ
せ
る
。
未
明
に
こ
の
寺
を

眼
鏡
で
詳
細
に
確
認
し
た
が
敵
影
ら
し
い
も
の
は
全
然
発
見
出

来
ず
、
同
行
し
た
警
察
隊
に
警
備
と
後
続
し
た
徴
発
隊
の
掩
護

を
一
任
し
て
、
私
は
三
キ
ロ
程
離
れ
た
諭
興
集
の
部
落
宣
撫
に

向
か
う
。

諭
興
集
に
到
着
、

住
民
を
集
め
宣
撫
を
始
め
よ
う
と
し
た
時
、

不
意
に
盛
ん
な
銃
声
を
聞
く
。
方
向
は
先
刻
の
大
爺
営
の
方
向

だ
。
隊
を
銃
声
の
方
向
に
引
き
返
す
途
中
、
敗
走
中
の
警
察
隊

に
遭
遇
す
る
。
事
情
は
警
察
隊
が
警
戒
も
せ
ず
街
内
で
徴
発
行

動
中
、
寺
院
内
に
潜
ん
で
い
た
敵
が
急
襲
し
た
ら
し
い
。
朝
こ

の
寺
院
に
突
入
も
せ
ず
「
敵
な
し
」
と
判
断
を
下
し
た
私
の
失

敗
で
あ
る
。

諭
興
集
の
西
方
に
あ
る
五
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
丘
で
警
察
隊
を

収
容
し
な
が
ら
防
戦
態
形
を
敷
く
。
敵
は
か
な
り
の
兵
力
の
部

隊
で
、
丘
の
麓
の
部
落
を
中
心
に
逐
次
右
に
左
に
包
囲
に
移
り

つ
つ
あ
る
。
そ
の
間
に
警
察
隊
は
携
行
銃
弾
を
既
に
射
ち
尽
く

し
、「
小
銃
弾
呉
れ
」
と
群
が
っ
て
来
る
。

戦
闘
の
長
引
く
こ
と
を
予
想
し
弾
薬
の
消
費
は
禁
物
で
あ

る
。
携
行
予
備
弾
の
箱
を
私
の
尻
の
下
に
敷
い
て
少
し
ず
つ
支

給
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
時
小
銃
手
の
銃
を
借
り
て
、
右
に

■
回
中
の
敵
に
対
し
お
見
舞
し
た
一
弾
が
見
事
に
敵
を
射
殺
し

一
同
の
喚
声
を
浴
び
る
。
重
機
出
身
の
私
は
前
後
通
じ
て
、
自

分
で
戦
闘
中
射
撃
し
命
中
さ
せ
た
こ
と
は
こ
れ
が
一
回
だ
け
の

経
験
と
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
で
援
軍
の
期
待
の
な
い
こ
の
高
地
で
戦
う
の
は
不

利
と
判
断
し
た
の
で
、
小
隊
を
半
数
に
分
け
、
半
数
を
こ
の
高

地
よ
り
警
備
隊
に
通
じ
る
側
の
四
～
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地

に
後
退
さ
せ
、
こ
の
援
護
下
に
半
数
を
渡
す
。
こ
の
高
地
に
二

～
三
名
が
残
り
最
後
に
こ
の
高
地
を
撤
退
す
る
こ
と
と
す
る
。

最
後
ま
で
残
っ
て
高
地
を
確
保
し
て
い
た
私
達
三
人
が
早
駆

け
で
後
退
中
、
突
如
引
き
上
げ
途
上
の
小
さ
な
小
屋
の
陰
に
い

つ
の
間
に
潜
入
し
て
い
た
の
か
二
〇
名
程
の
敵
が
不
意
に
現
わ

れ
、
ド
ー
と
追
撃
し
て
来
た
。
と
警
察
隊
の
孫
軍
曹
が
踏
み
留



ま
っ
て
敵
兵
に
手
榴
弾
を
一
発
。
さ
ら
に
岡
野
上
等
兵
も
留
ま

り
立
射
で
小
銃
射
撃
。
こ
の
二
人
の
援
護
で
私
は
力
走
三
人
と

も
に
無
事
小
隊
の
位
置
ま
で
後
退
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

孫
軍
曹
は
事
変
当
初
の
正
規
軍
で
、
徐
州
戦
等
で
日
本
軍
と

戦
っ
た
経
歴
を
持
つ
歴
戦
の
勇
士
で
あ
っ
た
。
路
傍
の
貯
水
池

に
顔
を
突
っ
込
ん
で
水
を
カ
ブ
飲
み
し
て
や
っ
と
呼
吸
を
整
え

帰
路
に
つ
く
。

そ
の
夜
、
疲
れ
果
て
就
寝
中
、
衛
兵
に
叩
き
起
こ
さ
れ
て
見

れ
ば
、
枕
下
の
フ
ト
ン
火
事
で
あ
る
。
翌
朝
小
隊
を
率
い
て
近

く
へ
宣
撫
を
装
い
出
動
の
留
守
中
、
打
ち
合
わ
せ
て
置
い
た
分

隊
長
が
帰
営
ま
で
に
フ
ト
ン
の
補
修
を
終
わ
っ
て
い
た
。
大
失

敗
で
あ
っ
た
。

情
報
蒐
集

第
一
線
警
備
隊
長
宛
に
若
干
の
情
報
蒐
集
費
が
支
給
さ
れ
、

前
面
一
帯
の
情
報
蒐
集
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
私
は
主
と

し
て
こ
の
街
に
住
む
羽
毛
の
行
商
人
の
買
収
に
使
用
し
た
。
こ

の
羽
毛
の
行
商
人
は
遠
く
敵
地
帯
を
行
商
し
て
廻
る
の
で
、
こ

の
商
人
達
を
マ
ー
ク
し
て
敵
情
の
蒐
集
に
つ
と
め
た
。
こ
の
商

人
達
の
選
定
・
下
話
は
警
察
隊
長
が
予
め
し
て
呉
れ
る
。
私
は

便
衣
に
拳
銃
を
秘
そ
ま
せ
街
の
魔
窟
の
よ
う
な
阿
片
屋
に
入

る
。
単
身
で
あ
る
。

入
り
口
付
近
で
マ
ッ
チ
の
軸
一
本
位
な
粘
状
棒
状
の
阿
片
を

五
円
位
で
購
入
し
奥
へ
通
る
。
奥
の
狭
い
汚
い
個
室
の
中
の
寝

台
の
上
で
件
の
男
が
横
臥
し
な
が
ら
私
を
待
っ
て
い
る
。
話
の

内
容
は
先
刻
警
察
隊
長
を
通
じ
て
い
る
の
で
私
の
下
手
な
支
那

語
で
結
構
用
が
達
す
る
。

先
刻
購
入
し
た
阿
片
を
マ
ッ
チ
の
頭
程
の
大
き
さ
に
切
っ
て

煙
草
の
煙
管
状
の
吸
煙
具
の
先
端
に
詰
め
て
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン

プ
を
近
付
け
て
や
る
。
ボ
ゴ
ボ
ゴ
と
腹
の
底
ま
で
煙
を
飲
み
下

す
、
そ
こ
で
お
茶
を
一
杯
、
も
う
一
服
、
さ
ら
に
も
う
一
服
、

さ
ら
に
も
う
一
服
。
三
服
位
で
彼
は
陶
酔
境
に
入
る
。
私
は
残

り
の
阿
片
を
紙
に
包
ん
で
彼
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
め
て
や
っ
て
四

囲
に
充
分
警
戒
を
払
い
な
が
ら
こ
の
魔
窟
を
密
か
に
抜
け
出

る
。
こ
れ
が
日
本
流
で
い
え
ば
料
亭
取
引
に
匹
敵
す
る
も
の
ら

し
い
。

彼
等
は
出
発
後
二
～
三
ヵ
月
を
要
し
て
遠
く
奥
地
へ
行
商
を

続
け
、

敵
の
背
後
の
敵
情
を
持
ち
帰
り
報
告
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
種
の
密
偵
は
日
中
双
方
共
通
の
ス
パ
イ
で
あ
る
場
合
が
多



い
と
か
。
阿
片
吸
飲
者
は
、
阿
片
の
た
め
に
命
を
か
け
て
働
く

の
で
あ
る
。

擲
彈
筒

そ
の
朝
も
未
明
の
部
落
に
突
入
す
る
も
敵
は
な
し
。
小
高
い

丘
の
上
で
、
携
帯
し
た
乾
緬
包
で
朝
食
中
で
あ
っ
た
。
神
野
上

等
兵
の
率
い
る
路
上
斥
候
も
前
方
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
廟
の
付

近
で
同
じ
く
朝
食
休
憩
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
敵
の
小
部
隊
が

こ
の
路
上
斥
候
の
眼
前
に
不
意
に
現
わ
れ
る
。
驚
い
た
の
は
双

方
で
、
共
に
一
瞬
混
乱
状
態
に
入
る
。
ど
ち
ら
が
発
砲
し
た
の

か
パ
ン
パ
ン
と
急
射
撃
が
起
こ
る
。
慌
て
た
の
は
私
も
同
じ
で

あ
る
。

何
時
、
ど
う
し
て
か
擲
彈
筒
が
私
の
手
中
に
あ
る
。
う
ろ
覚

え
で
一
発
ド
ン
と
発
射
し
た
弾
は
、
敵
の
邊
か
遠
く
後
方
で
ド

カ
ン
と
凄
い
爆
音
で
炸
裂
す
る
。
不
馴
れ
な
私
が
し
か
も
慌
て

て
最
大
分
画
の
（
六
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
ま
発
射
し
た
の
で
あ

る
。
敵
の
方
で
も
驚
い
た
。
彼
等
の
遙
か
後
方
で
の
大
き
な
爆

発
音
に
、
こ
の
方
向
か
ら
も
攻
撃
部
隊
出
現
し
た
と
勘
違
い
し

た
の
か
一
目
散
に
■
走
に
移
る
。
我
々
も
急
追
し
た
が
、
捕
捉

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

入
隊
以
来
、
重
機
関
銃
出
身
の
私
は
擲
彈
筒
射
撃
等
に
は
全

く
縁
が
な
く
、
今
日
は
「
結
果
良
し
」
に
終
わ
る
も
一
同
か
ら

散
々
冷
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
あ
た
り
一
面
に
芽
の
出
た
ば
か
り

の
麦
畑
の
畝
の
道
を
帰
路
に
つ
く
。

炭
焼
き
作
業

こ
の
分
遣
隊
の
余
技
に
炭
焼
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
旅
団
の
大

半
が
江
蘇
省
の
平
坦
な
南
船
地
帯
で
、
北
馬
地
帯
に
駐
屯
す
る

の
は
こ
の
中
隊
だ
け
で
、
冬
期
の
司
令
部
本
部
の
暖
房
用
の
木

炭
の
補
給
は
こ
の
分
遣
隊
の
不
文
律
の
慣
行
と
な
っ
て
い
た
。

分
遣
隊
の
鉄
条
網
の
外
側
の
斜
面
に
小
さ
な
窯
が
築
か
れ
、

軍
隊
に
入
る
前
に
炭
焼
き
の
経
験
の
あ
る
者
達
に
よ
っ
て
窯
の

補
修
、
材
料
の
積
み
込
み
、
火
力
の
調
整
監
視
、
窯
出
し
、
荷

作
り
等
の
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
時
に
は
、
窯
の
密
閉
不
充

分
が
原
因
か
、
炭
の
取
出
し
に
か
か
っ
て
窯
を
開
け
て
み
る
と
、

全
部
灰
に
な
り
、
炭
は
一
つ
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
は
炭

焼
き
に
つ
い
て
の
経
験
が
な
い
の
で
手
助
け
も
助
言
も
出
来

ず
、
専
ら
材
料
集
め
の
方
を
担
当
す
る
。

こ
の
原
料
収
集
が
大
変
で
あ
る
。
北
馬
地
帯
と
て
関
東
平
野

の
よ
う
に
雑
木
林
が
沢
山
あ
る
わ
け
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
民
家



の
周
囲
の
樹
木
を
伐
採
す
る
の
で
あ
る
。
目
的
部
落
に
到
着
す

る
と
、
部
落
の
前
方
に
歩
■
を
立
て
、
時
に
は
軽
機
の
銃
座
を

設
け
、
警
戒
態
勢
を
取
る
。
次
い
で
選
木
に
移
る
と
住
民
か
ら

苦
情
が
集
ま
る
。

「
あ
の
木
は
先
祖
伝
来
の
樹
で
、
あ
れ
で
父
母
の
棺
を
作
る

た
め
に
大
切
に
保
存
し
て
あ
る
木
だ
残
し
て
欲
し
い
」
茄
卵
等

を
籠
に
盛
り
上
げ
て
陳
青
が
集
ま
る
。
中
国
で
は
父
母
の
生
前
、

木
材
で
丸
木
舟
の
よ
う
に
穿
っ
て
堅
固
な
寝
棺
を
作
り
、
内
側

は
黒
、
外
側
赤
漆
で
仕
上
げ
、
父
母
に
安
心
し
て
冥
途
に
旅
立

っ
て
も
ら
う
の
が
唯
一
の
孝
養
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
諸

般
の
事
情
を
斟
酌
し
て
苦
情
を
処
理
す
る
の
が
一
日
の
仕
事
で

あ
っ
た
。谷

間
の
寺

私
が
中
隊
や
大
隊
本
部
に
出
頭
す
る
際
は
、
軍
用
道
路
の
あ

る
仁
和
集
ま
で
は
一
二
キ
ロ
の
距
離
が
あ
り
、
こ
の
中
間
点
に

あ
る
台
地
と
台
地
の
間
に
は
谷
底
に
清
い
小
流
の
谷
川
が
流
れ

て
い
た
。
こ
の
谷
間
ま
で
金
家
集
の
四
～
五
名
の
護
衛
兵
が
送

り
、

谷
の
向
う
側
か
ら
仁
和
集
の
護
衛
兵
が
迎
え
に
き
て
い
た
。

敵
襲
を
受
け
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
万
一
の
場
合
に
備

え
て
の
護
衛
で
あ
る
。

護
衛
兵
が
私
の
た
め
に
螺
馬
を
用
意
し
て
呉
れ
て
い
た
。
こ

の
螺
馬
乗
り
の
技
術
が
大
変
で
あ
る
。
螺
馬
は
日
本
の
馬
と
異

な
り
体
格
が
小
さ
い
。
従
っ
て
ポ
カ
ポ
カ
で
な
く
コ
ト
コ
ト
と

小
刻
み
な
歩
調
で
歩
む
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
騎
乗
し
な
い
と
、

尻
横
に
移
り
落
馬
す
る
。
乗
鞍
も
な
い
の
で
座
布
団
を
代
用
し

た
鐙
も
な
い
代
物
で
あ
る
。
降
り
て
歩
い
た
方
が
余
程
楽
か
も

知
れ
な
い
が
、
折
角
、
螺
馬
を
用
意
し
て
頂
い
た
好
意
を
無
に

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

こ
の
谷
間
に
小
さ
な
寺
が
あ
っ
た
。「
浄
土
寺
」
と
山
門
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
私
の
生
家
が
浄
土
真
宗
で
あ
る
の
で
合
掌

し
て
通
過
す
る
。
中
国
の
田
舎
で
寺
の
在
る
の
は
珍
し
い
。
こ

の
国
に
も
仏
教
が
存
在
す
る
か
と
不
思
議
に
感
ず
る
。
死
者
は

仏
教
で
葬
儀
が
行
わ
れ
、
孔
子
廟
が
多
い
の
は
生
前
の
思
想
言

動
を
律
す
る
の
は
儒
教
で
あ
る
の
か
と
判
断
す
る
。
朝
鮮
の
田

舎
で
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
多
い
の
に
比
し
中
国
で
は
教
会
は
見

当
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
谷
の
台
上
で
両
分
遣
隊
の
護
衛
交
代
が
行
わ
れ
、
暫
時

休
憩
を
取
る
。
兵
達
の
間
で
相
互
の
近
況
を
語
り
合
い
、
和
や



か
な
一
時
で
あ
る
。
こ
の
小
休
止
の
時
間
に
た
ま
た
ま
通
り
合

わ
せ
た
中
年
の
夫
婦
者
の
旅
芸
人
に
出
会
う
。
妻
は
盲
で
、
夫

は
梅
毒
で
鼻
梁
が
失
わ
れ
て
、
顔
面
の
中
央
に
大
き
な
穴
が
ポ

カ
リ
開
い
て
い
る
。
妻
が
胡
弓
を
弾
い
て
、
夫
が
唄
う
。
鼻
が

な
い
の
で
息
が
洩
れ
、
独
特
な
発
音
で
響
く
。
こ
の
哀
れ
な
二

人
、
胡
弓
の
哀
調
に
郷
愁
に
似
た
も
の
を
感
じ
兵
と
と
も
に
耳

を
傾
け
る
。

便
子
墟
の
戦
闘

こ
の
朝
、
部
落
に
近
づ
く
と
敵
の
急
射
撃
を
受
け
る
。
路
上

斥
候
の
久
川
兵
長
が
堆
土
に
伏
せ
て
い
る
。
頭
に
鉄
帽
代
用
か
、

途
中
で
徴
発
し
た
ら
し
い
新
し
い
洗
面
器
を
二
～
三
枚
重
ね
て

冠
っ
て
い
る
。
中
国
の
こ
の
地
方
で
は
未
明
路
上
の
馬
糞
を
拾

い
集
め
る
慣
習
が
あ
る
。
路
上
斥
候
の
連
中
も
彼
等
の
扮
装
で

便
衣
に
銃
の
先
へ
平
た
い
竹
籠
を
垂
れ
下
げ
て
先
行
し
て
い

た
。私

は
隊
を
こ
の
路
上
斥
候
の
右
に
前
進
し
て
散
会
、
攻
撃
前

進
を
命
ず
る
。
敵
は
街
か
ら
逐
次
右
へ
右
へ
と
移
動
し
な
が
ら

射
撃
を
加
え
て
来
る
。
こ
れ
に
対
し
軽
機
を
以
て
射
撃
を
加
え

な
が
ら
前
進
を
続
け
る
。

距
離
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
擲
彈
筒
二
筒
に
対
し
目
標
を
示
し

射
撃
を
命
ず
る
。
本
職
の
筒
手
連
中
で
あ
る
。
私
の
先
日
の
よ

う
な
下
手
は
せ
ず
、
距
離
方
向
共
に
申
し
分
な
い
命
中
弾
を
浴

び
せ
る
。

筒
の
弾
が
街
路
上
と
か
硬
い
物
に
当
る
と
ガ
ィ
ー
ン
と
炸
裂

す
る
。
反
面
軟
ら
か
い
物
に
当
る
と
ボ
ォ
ー
ン
と
柔
ら
か
い
音

で
、
弾
着
個
所
の
判
定
が
出
来
る
。
敵
は
こ
の
筒
を
小
砲
と
呼

ん
で
怖
れ
嫌
っ
て
い
た
。
弾
着
よ
し
、
や
や
遠
い
が
突
撃
に
入

る
。街

の
中
央
に
突
入
し
た
時
、
既
に
敵
は
街
の
後
方
の
凹
地
に

■
げ
つ
つ
あ
る
。
私
は
直
ち
に
隊
を
纏
め
攻
撃
開
始
の
地
点
ま

で
引
き
返
す
。
小
部
隊
の
出
撃
は
長
居
無
用
が
鉄
則
で
あ
る
。

戦
果
は
多
数
の
遺
棄
死
体
に
対
し
小
銃
が
一
丁
の
み
。
如
何

に
敵
が
補
給
が
難
し
い
の
で
兵
器
を
大
切
に
す
る
か
私
達
の
想

像
以
上
の
よ
う
だ
。

こ
の
時
、
思
わ
ぬ
方
向
か
ら
不
意
に
友
軍
が
出
現
す
る
。
中

隊
本
部
の
若
會
根
少
尉
の
率
い
る
小
隊
で
あ
る
。
少
尉
も
「
便

子
墟
に
敵
侵
入
」
の
情
報
に
接
し
早
朝
こ
こ
ま
で
急
進
中
、
筒

の
爆
発
音
を
耳
に
し
て
急
進
し
た
と
の
こ
と
。
天
長
県
城
に
あ



る
中
隊
長
、
先
輩
少
尉
の
、
未
熟
者
の
私
と
分
遣
隊
に
対
す
る

い
た
わ
り
に
深
く
感
激
し
た
一
瞬
で
あ
っ
た
。

以
上
、

昭
和
十
六
年
八
月
卒
業
し
て
か
ら
以
降
四
カ
月
の
間
、

見
習
士
官
が
独
立
し
た
分
遣
隊
長
と
し
て
一
地
区
の
警
備
と
治

安
を
担
当
し
、
僅
か
な
兵
と
共
に
日
夜
苦
労
を
積
み
重
ね
、
後

日
一
人
の
将
校
と
し
て
育
成
さ
れ
育
つ
の
で
あ
っ
た
。

【
解

説
】

独
立
混
成
第
十
二
旅
団
略
記

武
漢
攻
略
も
終
わ
っ
た
昭
和
十
四
年
四
月
、
我
軍
は
奥
地
に

送
り
込
ん
だ
大
兵
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
上
海
、
南
京
、
杭

州
を
結
ぶ
後
方
地
区
を
堅
持
す
る
必
要
か
ら
蘇
州
に
司
令
部
を

置
い
た
上
海
―
南
京
鉄
道
沿
線
警
備
の
独
混
十
二
旅
団
が
設
置

さ
れ
た
。

当
時
、
沿
線
地
区
の
敵
状
は
忠
義
救
国
軍
の
遊
撃
隊
が
盛
ん

に
出
没
し
、
そ
の
兵
力
装
備
は
侮
り
難
い
も
の
が
あ
り
、
旅
団

は
夜
を
徹
し
て
少
数
の
兵
力
を
以
て
警
備
に
当
た
っ
た
。

昭
和
十
四
年
の
末
、
旅
団
は
蘇
北
地
区
の
警
備
に
変
わ
り
、

「
線
」
の
警
備
か
ら
「
面
」
の
警
備
へ
と
移
行
す
る
。

蘇
北
地
区
は
我
が
国
の
九
州
全
土
よ
り
や
や
広
く
人
口
密
度

も
高
く
、
地
形
平
坦
で
山
や
丘
陵
が
全
く
な
く
、
大
小
の
ク
リ

ー
ク
が
縦
横
に
網
状
に
連
な
り
「
南
船
北
馬
」
の
南
船
地
帯
で

あ
る
。

米
麦
作
農
業
と
共
に
棉
作
も
盛
ん
で
上
海
北
岸
の
南
通
に
は

大
紡
績
工
場
が
経
営
さ
れ
て
い
た
。
旅
団
の
当
面
の
敵
は
「
新

四
軍
」
と
称
し
、
共
産
軍
主
力
の
「
大
長
征
」
の
際
、
葉
梃
の

指
揮
下
に
華
中
に
残
っ
た
兵
力
四
万
の
共
産
軍
で
あ
っ
た
。

旅
団
は
鋭
意
地
区
住
民
の
宣
撫
、
治
安
の
維
持
を
図
る
と
共

に
、
旅
団
単
位
の
塩
城
、
興
化
作
戦
、
蘇
北
作
戦
等
数
次
の
作

戦
行
動
と
共
に
、
各
大
隊
単
位
の
討
伐
を
反
覆
し
、
絶
え
ず
敵

の
大
部
隊
の
蟠
居
、
蠢
動
の
余
地
を
与
え
な
い
作
戦
指
導
を
続

け
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
第
六
十
四
師
団
編
成
下
令
、
各
大
隊
は

従
来
の
歩
兵
四
個
中
隊
編
成
か
ら
機
関
銃
中
隊
、

歩
兵
砲
中
隊
、

歩
兵
五
個
中
隊
と
兵
員
一
、
五
〇
〇
名
と
倍
増
し
、
二
個
旅
団

八
個
大
隊
の
編
成
と
な
り
、
師
団
長
に
船
引
中
将
を
迎
え
、「
開
」

部
隊
と
改
編
さ
れ
た
。

編
成
直
後
、
広
徳
作
戦
（
杭
州
湾
西
方
地
区
）
に
参
加
。
こ

の
作
戦
は
大
東
亜
戦
突
入
後
の
中
支
派
遣
軍
の
食
糧
基
地
確
保



を
兼
ね
た
敵
正
規
軍
の
掃
滅
作
戦
で
あ
っ
た
。

作
戦
終
了
後
、
蘇
北
地
区
に
復
帰
す
る
こ
と
な
く
作
戦
地
区

に
駐
留
し
警
備
治
安
に
当
た
る
。

昭
和
十
九
年
五
月
、
湘
桂
作
戦
参
加
準
備
の
た
め
部
隊
は
大

移
動
を
起
し
、
北
支
新
郷
に
到
着
後
南
下
、
京
漢
線
沿
線
の
敵

と
交
戦
し
つ
つ
六
月
信
陽
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
、
譚
庄
の
戦

闘
に
部
隊
長
重
藤
大
佐
戦
死
等
の
激
戦
が
反
復
さ
れ
た
。

佳
陽
―
岳
州
間
は
鉄
道
輸
送
後
、
六
月
二
十
七
日
、
湘
桂
作

戦
参
加
の
た
め
行
軍
開
始
。
衡
陽
に
進
出
、
付
近
の
余
家
令
で

陣
地
構
築
中
終
戦
を
迎
え
る
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
六
日
、
浦
賀
に
復
員
上
陸
、
部
隊
解
散

と
な
る
。




